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2001年9月11日 のアメリカでおこった同時多発テロの後、ブ ッシュ大統領は世界に向か って

「我々の側につくか、さもなければテロリス トの側につ くか」 と演説 した。二項対立で物事を割

り切 り、あれかこれかの選択を迫るや り方は、アメリカ合衆国の冷戦時代に似ている。第 二次世

界大戦後の冷戦期のアメリカは、我々の側につ くか、さもなければ共産主義者につ くか、という

思考法で国内外を問わず自らの主張を通 した。現在アメリカで、国家の安全が最優先され、アラ

ブ系の人間やイスラム教徒が何の根拠 もなくテロリス トの疑いをかけられて当局に拘束 される事

態、アメリカのアフガニスタン空爆反対を唱えただけで裏切 り者、非国民扱いを受ける風潮、さ

らに同時多発テロ以降すぐさま映画やテレビ、音楽界に広がった自主検閲の動き、民主主義を奉

じるアメリカ賛歌の大合唱なども、冷戦時代の共産党がイスラム系テロリストに代わっただけの

ような錯覚すら覚える。

冷戦時代、特にマッカーシィズムが猛威を振るった1940年 代後半から1950年 代にかけて、アメ

リカ合衆国は国家の安全を最優先にし、そのためにはアメリカの理想であるはずの民主主義や人

権を無視 して、敵である共産主義者告発に躍起 となった。この時期アメリカでは、ソ連 とい う具

体的な共産主義の脅威に加え、赤狩 りでいつ確たる証拠もないまま告発されるかもしれないとい

う恐怖に人々がおびえ、大勢に従って独自の意見を発表することを慎み、文化が自主検閲を行 う

社会が出現 した。同時多発テロの起こった現代は確かに多文化主義の時代といわれ、アメリカ国

内でもマイノリティが、これまでの自らの被差別体験に基づいて露骨なイスラム教徒差別に反対

して団結 しようとしている。 しか しマッカーシィズムの時代もリベラル派は少な くとも最初は、

マッカーシーらの強引なや り方に反対 していた。だが共産主義の恐怖は国内の共産党スパイの摘

発、ソ連の原爆保有や中国の共産主義化、朝鮮戦争などによりいっそ う具体化 し、国家の安全の

前に リベラル派の声は立ち消えとなった。1957年 に至っても、ニューヨークの浄水場管理者が 、

毒薬による汚染を恐れて二人の共産主義者にその浄水場で魚釣 りをする許可を与えなかったとい

うエ ピソー ドは、 ソ連崩壊後は笑い話のようだが、 この共産主義者をアラブ系イスラム教徒に変

えれば、いまでは真剣に受け止められるであろう。

もちろん、ウォーラースティンが指摘するようにアメリカとソ連が相似形をなして冷戦時代を

形成 してきたのに対 して、アメリカが現在敵視 しているテロリストは冷戦時代のソ連ほどの目に

見えるシステムを構築 していないかもしれない。 しか し現在のアメリカの状態がマ ッカーシィズ

ムの頃に似てきているのではないか、 という声が時々聞かれるなか、その時代は実際どうい う状

況にあったのか、 ということを検討 しておくことが必要であろう。マッカーシィズムは狭義に解

釈すれば、ウィスコンシン州選出の上院議員ジョゼフ ・マッカーシーが赤狩 りの中心人物 として



脚 光 を浴 び た1950年 か ら1954年 、彼 が とっ た強 引 な告 発 方 法 や ス キ ャ ンダ ル演 出を 指 す で あ ろ う。

だ が マ ッカ ー シー は政 府 活 動 調 査 委 員 会 に属 し、 そ れ と同様 に悪 名 高 い下 院 非 米 活 動 委 員 会 に は

属 して いな か った。 また マ ッカ ー シ ー の極 端 な デ マ ゴ ー グ と して の性 格 が彼 を特 異 な 人 物 に して

い る と して も、共 和 党 の知 性 派 といわ れ る有 力 議 員 ロバ ー ト ・タ フ トもマ ッカ ー シ ーを 有 効 な 武

器 と して 支 援 して い た(Schrecker244)。 マ ッカ ー シ ィズ ムは決 して マ ッ カー シ ー一 人 に 帰 せ ら

れ る もの で は な い。 こ こでは エ レ ン ・シ ュ レ ッカ ーの定 義 に従 っ て、 マ ッカ ー シ ィズ ム とは1946

年 か ら1956年 にか け て ア メ リカ合 衆 国 で 、 政 治 的 に不 人 気 な マ イ ノ リテ ィを 抑圧 す る た め に使 用

され た 権 力(Schrecker xx)、 と考 え る。

以 上 の よ うに 定 義 した マ ッカ ー シ ィズ ムの影 響 は 当時 の ア メ リカ社 会 の す べ て に及 ぶ が、 こ こ

で は マ ッカ ー シ ィズ ムが 文 化 に 与 え た影 響 を 、 マ ッカ ー シ ィズ ムが 芝 居 性 、 メデ ィア性 に た いそ

う敏感 で あ った こ とを 考 慮 して 、 映 画 と演 劇 分野 に絞 って 考 え た い 。冷 戦 時代 の小 説 や 詩 な ど も

当然 時代 の影 響 を 被 って い るは ず だ が 、政 治 に よる文 化 検 閲 は表 面上 、 映 画 を主 な 対 象 と して い

た 。ヘ ミン グ ウ ェイや ス タイ ンベ ックに つ い てFBIに 残 され た 膨 大 な記 録 は 、作 家 た ち もFBIの 監

視 か ら逃 れ られ な か った こ とを示 す。 しか し彼 ら は少 な く と も非 米活 動 委 員 会 に 呼 ば れ て は い な

い(陸 井22-24)。 本 稿 の 目的 は 、 映 画 、演 劇 分 野 での マ ッカ ー シ ィズ ム の影 響 を 概 観 し、 そ の な

か で ア ーサ ー ・ミラ ー とテ ネ シ ー ・ウ ィ リア ムズ を対 比 して、 文 化 が 政 治 に よ る検 閲 を 受 け 、 ま

た は 自主 検 閲 を 行 った 時代 の芸 術 家 の あ り方 を 探 る研 究 の端 緒 とす る こ とで あ る。

マ ッカ ー シー が ウ ェス ト ・ヴ ァー ジ ニ ア州 で 、205人 の 共産 党員 が 国 務 省 に 勤 め て い る と い う

爆 弾 宣 言 を 行 った の は1950年2月9日 で あ るが 、 第二 次 世 界 大 戦 後 の 赤 狩 りで 衆 目を集 め た最 初

の事 件 は や は り、下 院非 米 活 動 委 員 会 とい わ ゆ るハ リ ウ ッ ド ・テ ンの 対 決 で あ ろ う。 ハ リ ウ ッ ド

で は最 も左 よ りといわ れ る ス ク リー ン ・ライ ター ズ ・ギ ル ドは1936年 共 産 主義 者 や そ の シ ン パ を

中心 に 組織 され て い た が、 一 方 ハ リウ ッ ドの保 守 派 た ち も1944年 に は 「ア メ リカ の理 想 を 守 る た

め の映 画 同盟 」 を組 織 して反 共 主 義 を 強化 して い た。 非 米 活 動委 員 会 に とっ て映 画 は 大 衆 に 影 響

を及 ぼ す重 大 文 化 産 業 と認 識 され て お り、 ハ リ ウ ッ ドの 共産 主義 者 を一 掃す る こ とは 重 要 で あ っ

た 。 しか し単 純 な 主義 主 張 の 宣伝 は 映 画 と して の魅 力 が な く、共 産 党系 の脚 本 家 た ち が 実 際 の 映

画 で 大 衆 に共 産 党 の プ ロパ ガ ンダ を直 接 ぶ つ け る こ とは な か った。 映 画 の成 否 は それ が 大 衆 に 受

け るか ど うか に か か って お り、 そ の判 断 は映 画 化 決 定権 を持 つ プ ロデ ューサ ーた ち に委 ね られ て

い た の で あ る。 ハ リウ ッ ドの 共産 主 義 系 の映 画 人 た ち の党 に対 す る重 要 な貢 献 は 、む しろ寄 付金

な ど資 金 集 め に あ った 。

非 米活 動 委 員会 は1947年5月 ロサ ンジ ェル ス で の地 方 聴 聞 会 で 、 ハ リウ ッ ドに共 産 党 が浸 透 し

て い る とい う疑 惑 を確 信 し、10月 に ワシ ン トンに ハ リウ ッ ドか ら43名 の 召 喚 を決 め る。 こ こに は

最初 に友 好 的証 人 と して登 場 した ジ ャ ック ・11・ ワー ナ ーや ル イ ス ・B・ メイ ヤ ー、 ウ ォル ト ・

デ ィズ ニ ー らプ ロデ ュー サ ー、 俳 優 の ア ドル フ ・マ ン ジ ュ ー、 ロバ ー ト ・テ イ ラ ー、 ロナル ド ・

レー ガ ン、 ゲイ リー ・クーパ ー も含 まれ る。 ま た脚 本 家 、 の ち に 作 家 と もな った アイ ン ・ラ ン ド

もハ リウ ッ ドで の共 産 党 の脅 威 を 蕩 々 と述 べ た(Whitfleld129)。 一 方 、非友 好 的 証 人 と 目され た



19人 の うち、 後 に ハ リ ウ ッ ド ・テ ン と呼 ば れ る人 々 ジ ョン ・ハ ワ ー ド ・ロー ソ ン、 ダル トン

・ トラ ン ボ、 リ ング ・ラ ー ドナ ー ・ジ ュニ ア、 アル ヴ ァ ・ベ ッシ ー、 ハ ーバ ー ト ・ビバ ーマ ン、

レス タ ー ・コール 、 エ ドワー ド ・ ドミ トリク、 アル バ ー ト ・マ ル ツ、 サ ミェエ ル ・オ ー ニ ッツ、

エ イ ドリア ン ・ス コ ッ ト は 、 非 米 活 動 委 員 会 の席 上 、 合 衆 国 憲 法 第 一修 正 条項 の 言 論 の 自 由

を 挙 げ て委 員 会 の質 問 に答 え な い作 戦 に でて 、 広 くア メ リカの りベ ラル 派 に 訴 え る こ とに した 。

11人 目の証 人 ベ ル トル ト ・ブ レ ヒ トは 外 国 人 で あ る こ とか ら、 第 一 修 正 条項 を 盾 に す る作 戦 は採

らな い こ とに して い た。(ブ レヒ トの尋 問 の後 、19名 の 残 りに つ い て は 実 際 の 召 喚 は 行 わ れ ず 、 こ

の時 点 で ハ リウ ッ ドに対 す る非 米 活 動 委 員 会 の攻 撃 は 一 旦 止 む 。)召 喚 状 を受 け 取 っ た 彼 ら は 映

画 人 の支 援 を要 請 し、 そ れ に こた え て ジ ョ ン ・ヒ ュー ス トン が 提 唱 す る 第 一 修 正 条 項 委 員 会 が

ウ ィ リア ム ・ワイ ラー を会 長 と して結 成 され た。 そ の メ ンバ ー は千 人 に も膨 れ 上 が り、 ジ ョゼ フ

・ロー ジ ー は証 人 た ち が ワシ ン トンに 出発 す る前 夜 、 彼 らの大 支 援 集 会 を 実 現 させ た(陸 井64)。

そ して ハ リウ ッ ド ・テ ンの召 喚 に あわ せ て ハ ンフ リー ・ボ ガ ー トや ロ ー レン ・バ コ ー ル ら、 そ う

そ うた るハ リウ ッ ドの ス ターや ア イ ラ ・ガ ー シ ュイ ン とい っ た総 勢28人 が ワシ ン トンに 乗 り込 ん

で きた(Fried44)。 しか し ロー レン ・バ コー ルに よれ ば彼 ら は共 産 主 義 者 を 支 援 す るの で は な く、

合 衆 国 の伝 統 で あ る言 論 の 自由 を 守 る た め に 来 た の で あ った 。非 米活 動 委 員 会 に と って彼 らの デ

モ ンス トレー シ ョンは む しろ マ ス コ ミの 注 目を 集 め る格好 の 話 題 提 供 と な り、 ま た こ れ ら の ス

タ ーの 集 団 は 、 第 一 修 正 条項 擁 護 の請 願 書 を 提 出 す る と、 ワ シ ン トンで直 接 ハ リ ウ ッ ド ・テ ン と

接 触 す る こ とな く早 々 に引 き上 げ て し ま う。

第 一 修 正 条 項 委 員 会 結 成 に み られ る よ うに 、 ハ リウ ッ ドが 当 初 映 画 界 の 独 立 を 主 張 し、 ハ リ

ウ ッ ド ・テ ンを 支 持 す る様 子 を み せ た 背 景 に は、 政 府 の干 渉 を 受 けず に 映 画 産業 の 利 益 を 守 りた

い とい う実 利 や 職 人気 質 が まず 挙 げ られ る。1945年 非 米 活 動 委 員 会 の委 員 長 で あ った ミシ シ ッピ

州選 出 の議 員 ジ ョン ・ラ ンキ ンが反 ユ ダ ヤ主 義 者 で あ り、 ユ ダ ヤ系 が 多 いハ リウ ッ ドの映 画 人 を

目の敵 に して い た こ と もあ る だ ろ う。】確 か に 映 画 界 の 上 層 部 は 商 工 会 議所 会 頭 で あ っ た エ リ ッ

ク ・ジ ョンス トンを ア メ リカ 映 画協 会 会 長 に据 え 、 これ 以上 非 米活 動 委 員 会 に つ け 込 まれ な い た

め に共 産 色 を 押 さえ る 方 針 を と った(商 工 会 議 所 は共 産 党 を 脅 威 とみ な して 毎 年 警 告 の パ ン フ

レ ッ トを発 行 して い た 【Murphy12】)。 しか しそ の ジ ョン ス トンで さえ非 米活 動 委 員会 の 召 喚 に

関 わ らず 雇 用 を 守 る と最 初 は 言 明 して い た 。友 好 的証 人 で あ っ た ル イ ス ・M・ メ イ ヤ ー(陸 井

59)や ジ ャ ック ・L・ ワーナ ー とい った プ ロデ ュ ーサ ー も、 ワ シ ン トンの干 渉 を受 け る つ も りは

な か った 。 また ハ リウ ッ ドに は 第 二 次 世 界 大 戦 前 に ヨ ー ロ ッパ か ら亡 命 した 多 くの監 督 や脚 本 家

らが 醸 し 出す りベ ラル な 雰 囲 気 が あ った 。 ウ ィ リア ム ・ワイ ラ ーや フ レ ッ ド ・ジ ンネ マ ン、 ウ ィ

リア ム ・デ ィタ ー レ、 ダ グ ラ ス ・サ ー ク、 オ ッ トー ・プ レ ミン ジ ャー、 ビ リー ・ワイ ル ダ ー、 さ

らに ブ レ ヒ トが 加 わ り、 ナ チを 逃 れ て きた 亡 命 者 た ちに よ って 「さな が ら小 さな ワイ マ ール 共 和

国」(蓮 見28)の 様 相 を 呈 して い た 。さ らに この頃 の ハ リ ウ ッ ドは演 劇 界 と人 材 交 流 が 盛 んで あ っ

た が、1930年 代 の ニ ュ ーデ ィー ル政 策 の一 環 と して行 わ れ た 連 邦 演 劇 プ ロジ ェク トか ら左 翼 系 の

監 督 や 脚 本 家 た ち が 育 って ハ リウ ッ ドで活 躍 して い た。1938年12月 、 連 邦 演 劇 プ ロジ ェ ク ト責 任



者ハ リー ・フラナガンは早 くも非米活動委員会(当 時はまだ常設委員会ではなかった)に 召喚さ

れて共産党との関わ りを詰問されている。連邦演劇プロジェクトはその結果 として廃止されたが、

この時 もハリウッドは演劇界 と連携 してプロジェクトを支援 している(Murphy13-15)。

しか しハリウッドが映画仲間の共産党員やそのシンパを守る姿勢は、ハ リウッド・テンの召還

後一気に崩れてしまう。その一つの理由は、非友好的証人となった彼 らの態度が、不人気な非米

活動委員会の委員 と同じように好戦的にみえたため、とも言われる。 プロデューサーの ドーリ・

シャリーはハ リウッド・テンを擁護 した ことで知 られるが、彼らが リベラル派の同情を十分に集

められなかった理由についてそのような見解を述べている(Schrecker325-26)。2彼 らが実際大

半は共産党員でありながらその事実を認めることもな く質問に答えなかったことも一般の リベラ

ル派の心証を害 した。第二次世界大戦後、スターリンが支配するソ連の現状が明らかになってき

てお り、召喚された共産党関係者の人権や合衆国憲法上の権利に対 して、ハ リウッドに限らずア

メ リカの リベラル派は概 して冷淡であった。そ して映画界上層部はこれ以上ハ リウッド・テンや

その他身内の共産党関係者をかばうことは得策でないと判断する。プロデューサーたちは1947年

11月26日 、紆余曲折の末 ウォル ドーフ声明を発表し、共産党員や共産党に関わったものを解雇す

る旨、宣言 した。左翼系の強かったスクリーン ・ライターズ ・ギル ドも共産主義色を一掃 した

(Murphy28)。 ハリウッド・テンは職を失い、議会侮辱罪に問われ、1949年11月 最高裁もその決

定を支持するに至って6ヶ 月から1年 の刑に服することになる(Schrecker327)。 刑務所行きま

で行かなくとも、失職による経済的制裁 と社会的地位や名誉の失墜は、ハ リウッドの住人に限ら

ず、非米活動委員会に呼ばれた多 くの非友好的証人がたどった道である。

1947年 のハ リウッド・テンの召喚後、映画産業が再び非米活動委員会の攻撃対象になったのは、

1951年 である。ハ リウッド・テン以降、第一修正条項では議会侮辱罪を避けられないことを悟っ

た非友好的証人は、非米活動委員会においてもっぱら第五修正条項 自分が訴追を受ける恐れ

のある事柄に関しては証言を拒否する権利 を行使するようになっている。 しか しこの条項を

盾にすることは、いかにも何か証言できない罪を犯しているかの印象を与える。この時召喚 され

たハ リウッド映画人は、過去の共産党との関わ りを精算していることを証明し、映画界で生き残

るためには、臓悔 と共産党非難ばか りでな く、自分の知っている共産党関係者や、過去に参加 し

た共産主義系集会の参加者の名前を挙げなければならなかった。それは非米活動委での転向の儀

式として定着した。ハ リウッド・テンの一人であったエ ドワー ド・ドミトリクが転向し、エリア

・カザンが自ら進んで11人 の名前を挙げた(1952年 の1月 か ら4月 の間)の も1951～54年 の問で

ある。非友好的証人はもちろん、委員会で共産党員だと名指 しされた者は失職したが、ハ リウッ

ドには彼らの名前をのせたブラックリス トの他、米国在郷軍人会に よって供給されたグレイリス

トとい う、政治的に疑わしい映画人の名簿もあった。その人々は自分の身の潔白を訴える手紙を

所属するスタジオに提出しなければならなかった(Schrecker330)。

失業 した脚本家たちはそれでも偽名で、またはゴース トライターとして仕事を続ける可能性が

あった。 ドル トン ・トランボが、アカデ ミー脚本賞を取った 『ローマの休 日』(1953)や ｒ黒い牡



牛』(1957)の 脚 本 を密 か に担 当 した り、 『真 昼 の 決 闘 』 の カ ール ・フ ォアマ ンや 『地 の 塩 』 の マ

イ ケ ル ・ウ ィル ソ ンが 『戦 場 に か け る橋 』(1957)の 脚 本 を 担 当 して いた の は そ の 例 で あ る。 しか

し俳 優 や 監督 は そ うい うわ け に は い か な か った 。 ハ リウ ッ ド ・テ ンの一 人 、 リン グ ・ラ ー ドナ ー

・ジ ュニ ア が
、 転 向 した ド ミ ト リク監督 に 対 して あ る種 の 同情 を表 明 して い る の もそ の ゆ え で あ

る。

ハ リウ ッ ドの赤 狩 りで影 響 を 受 け た 俳優 と して は 、 カ ザ ン と違 い 、委 員 会 で 情報 提 供 の た め 昔

の知 人 の 名前 を挙 げ る恥 辱 に 悶 々 と して キ ャ リア を 断 た れ た ラ リー ・パ ー クス(Fried119)や 、

非 米 活 動 委 で転 向 の儀 式 を した後1952年 に心 臓 発 作 で急 死 した(自 殺 と も噂 され る)ジ ョン ・

ガ ー フ ィー ル ドが よ く知 られ て い る。 や は り非 米活 動 委 で15人 の 名 前 を 挙 げ て 転 向 した 脚 本 家

バ ッ ド ・シ ュル バ ー グ は転 向 した ガ ー フ ィー ル ドに カザ ン監 督 の 映画 『波 止 場 』 の主 役 を打 診 し

て いた が 、 ガ ー フ ィー ル ドが死 亡 した の で 、 そ の役 は マ ー ロ ン ・ブ ラ ン ドが 務 め た(Whitfiled

l10)。 しか しス トック ホ ル ム平 和 宣 言 に署 名 した こ とで グ レイ リス トに 載 り、 共 産 党 寄 りの嫌 疑

を 晴 らす ため に釈 明 の手 紙 を 何 度 も書 か され た ブ ラ ン ドは、 カザ ン と仕 事 をす る こ と を渋 っ た と

いわ れ る。 カザ ンは 『欲 望 と い う名 の電 車 』 の映 画 撮 影 中 は ま だ非 米 活 動 委 に呼 ば れ て い なか っ

た 。3ま た チ ャ プ リンは 、非 米 活 動 委 か ら召 喚 状 を 受 け 取 りつ つ も 出頭 は 免 れ た が 、共 産 党 員 で あ

る と い う噂 や 映 画 内容 の偏 向 を非 難 され 、『殺 人 狂 時 代 』(1947)や 『ライ ム ライ ト』(1952)上 映

で 在 郷 軍 人 会 の組 織 的 な妨 害 に あ って い る。1952年 ヨー ロ ッパ 渡 航 中 に 再 入 国 を 認 め られ な く

な った 彼 は、1972年 ま で再 び ア メ リカ の土 を踏 む こ とは なか った 。 女 優 の キ ム ・ハ ン タ ーや リー

・グ ラ ン ト(川 本207)、 ハ リウ ッ ド ・テ ンの一 人 ビバ ー マ ン監 督 の 妻 ゲ イ ル ・ソ ン ダ ー ガ ー ド

(川 本201)も 、 映 画 俳優 と して復 帰 す る まで に長 い ブ ラ ン クを 強 い られ た。

この よ うな情 勢 に あ っ てハ リ ウ ッ ド映 画 界 は 、 そ の本 業 の映 画 で マ ッカ ー シ ィズ ムに ど の よ う

な 態 度 を 示 した のだ ろ うか 。 も ち ろ ん マ ッカ ー シ ー旋 風 が荒 れ 狂 う中で 直 接 そ れ を 批 判 す る よ う

な 、 また は 共 産 主 義 色 を 鮮 明 に した映 画 は作 られ なか っ た。 唯 一 の例 外 は 、 『地 の塩 』(1954)で

あ る。 制 作 は 『ロシ ア の歌 』 を共 同執 筆 し、 共 産 主 義 を鮮 明に し て いた ポ ール ・ジ ャ リコ(Sch-

recker330)、 監 督 は ハ リ ウ ッ ド ・テ ンの一 人 ハ ーバ ー ト ・ビバ ー マ ンで、 『陽 の当 た る場 所 』(19

51)で ア カ デ ミー脚 色 賞 を 受 賞 しな が ら1951年 非 米 活 動 委 で 非 友 好 的 証 人 とな っ た マ イ ケ ル ・

ウ ィル ソ ンが 脚 本 を書 いた 。 メ キ シ コ系 ア メ リカ人 鉱 山労 働 者 の1951-52年 の 実 際 の ス トラ イ キ

に 取 材 し、 彼 ら の劣 悪 な労 働 条 件 とア ング ロ ・サ ク ソ ン系 経 営 者 の横 暴 を描 い た この 映 画 は 、 共

産 主 義 の レ ッテ ル を貼 られ た映 画 人 の 開 き直 りと反 骨 精 神 に よっ て完 成 した と い っ て も良 く、制

作 中か ら あ らゆ る妨 害 を受 け 、完 成 後 も映画 館 へ の配 給 や上 映 を ほ とん ど拒 否 され た 。 さ ら に批

評 家 た ち は 、映 画 の 内容 は 自 由 と平 等 の 国 ア メ リカ で は あ り得 な い話 で 、悪 意 あ る共 産 党 の宣 伝

だ と酷 評 した(Whltfieldl44-45)。 一 方 、演 劇 界 で は ハ ワー ド ・フ ァス トが1948年 に 『30枚 の銀

貨 』 を 書 い た が 、 ブ ロー ドウ ェー で 上演 す る こ とは不 可 能 だ 、 と制 作 者 か ら拒 否 され る。 この劇

は1951年 、 ナ ー ス トラ リア の メル ボ ル ンで初 演 さ れ 、 そ の後 東 欧 、 ロー マ 、 カ ナ ダ で上 演 さ れ て



1954年 にアメリカで出版された(Murphy86-89)。 ユダの裏切 りに由来する題名が暗示するよう

に、共産党員の名前を売った者たちへの非難が込められたこの劇は共産党を善、右翼を悪 と単純

に図式化する点で、次に述べる反共映画とあまり変わ らない。

あからさまに非米活動委に迎合する反共映画は、制作 されたものの、ヒットするとは期待され

なかった し、映画の質も低かった。アメリカ国内の共産主義の脅威を描いた映画は、『赤の脅威』

(1949)、 『わたしはFBIの スパイだった』(1951)、 『わが息子ジョン』(1952)や 、根っからの保守

派ジョン ・ウェイン制作 ・主演の 『ジム ・マックレイン』(1952)等 がある。これらの反共映画で

共産主義者は頭の悪い、もしくはずるがしこい、体格が貧弱で性格のね じ曲がった悪党、とい う

ステレオタイプに描かれるのが普通であった。また共産党員の女性は、全 く中性的で冷淡なで く

の坊か、反対にブロン ドで極度にセクシーな妖婦に決まっている。 これらの陳腐で単純な造形は

批評家たちによって椰揄 され、興行成績も悪かった。

あきらかな反共映画よりもむしろ効果的だったのは、よく指摘されるように、平和で豊かな生

活に突如侵入する異星人といった恐怖映画であった。 ピーター ・ビスキン ドはさらに、潜入する

異物に対する戦いのより洗練 された変種 として、エ リア ・カザン監督の 『暗黒の恐怖』(1950)を

挙げている。伝染病の感染を抑止するために、48時 間以内に菌に感染した恐れのある殺人者を捜

し出さねばならない医者の奮闘物語は、表面上ス リルに満ちた娯楽作品だが、共産主義 という恐

ろしい感染を根絶や しにするFBIと いう専門家を讃えるアレゴリーとな る。FBIの フーバー長官

は共産主義の伝染を常に警告 し、FBI捜 査官を共産党摘発の専門家 として強調 していた。 さらに

伝染病の発生源が東南 ヨーロッパからの移民の港湾労働者であることも、アングロ ・サクソン系

の人種差別主義 とアメリカの保守派の強い結びつきを示す。

1950年 代の体制順応主義、秩序への服従を良しとする精神は、軍隊とい う封建的な権力秩序維

持機構の描き方にもみられる。スティーブン ・J・ ホ ィットフィール ドは、その典型的な例を映

画 『ケイン号の反乱』(1954)に みている。これはもともとピュリッツアー賞を取ったハーマン ・

ウークの1952年 の同名小説の映画化だが、海軍内の反乱を扱 うデ リケー トなテーマにハリウッド

は極度に神経質になった。 しか し最終的に海軍の了承を得たこの作品の結末は、個人の判断 より

軍紀を守ることを優先する体制重視のメッセージである(Whitfield61)。 ウークの作品の1年 前

に出版されたジェイムズ ・ジョーンズの小説 『地上より永遠に』(1951)は 、軍組織の中での個人

の尊厳、独 自性を主張し、陸軍 内の腐敗、暴力、反ユダヤ主義を批判している。 しかしそれがフ

レッド・ジンネマンによって1953年 に映画化 されたときは陸軍が要請する多数の変更を受け入れ、

軍隊内での腐敗や暴力描写は抑制 されたものとなった。この映画は確かに 『ケイン号の反乱』 よ

りは個人の権利を尊重 している。ハワイを舞台に軍に対 して孤独な戦いを続ける兵士プルーイッ

トが、結末で日本の真珠湾攻撃に際 して祖国愛に燃え、隊に戻ろうと焦って警備兵の制止を聴か

ず射殺 されるというス トーリーは、若い頃共産主義の理想に燃えた リベラリス トが自分の過ちを

認めて民主主義陣営に復帰したにもかかわらず、頑迷で硬直 した非米活動委に攻撃されて犠牲 と

なった、 というアレゴリーとして読めな くはない。しか し観客は、アメリカ合衆国がく卑怯な〉



外敵の脅威にさらされるとき、体制内批判派 も皆 と一致団結 してアメリカのために戦 う、 という

愛国主義的結末に満足 して映画館を去るであろう。 この作品は1953年 度アカデ ミー賞の最優秀作

品賞 と監督賞を受賞している。

同じジンネマン監督の前年の 『真昼の決闘』は、主演のゲーリー ・クーパーが1952年 度アカデ

ミー主演男優賞を取 ったが、この脚本を書いたカール ・フォアマンはこの映画製作中の1951年 、

非米活動委に呼ばれて非友好的証人となった(Whitfield147)。 西部劇としては異色のこの作品

は、町に舞い戻 った悪党 と関わ り合いになるのを恐れて民衆が傍観するなか、孤立無援で悪党た

ちと戦わねばならない保安官の心情に、非米活動委に糾弾された仲間を見殺しにするハ リウッド

への怒 りが込められている。当初非米活動委に友好的証人 として出頭 したクーパーが、ジョン ・

ウェインの反対にも関わ らず主演 したのも興味深いが、 この映画は、世界の保安官を自認して朝

鮮戦争に参戦 した米国の、参戦に消極的であった国連へのいらだちを表すものだ、とい う解釈も

あった(Murphy256、297)。

アカデ ミー賞はもともとMGMの ルイス ・B・ メイヤーが1927-28年 に組合対策を 目的に作 っ

た といわれ、彼の意向が反映されることが多かったが、1936年 俳優や監督たちの反発が頂点に達

してか ら改革のために会員数を大幅に増や し、徐々にメジャー系映画会社の影響を脱 した。さら

にメジャー系5社 は1949年 には経営不況を理由にアカデ ミー賞授賞式の経済的支援をしな くなっ

たが(川 本10D、 アカデ ミー賞には興行成績と大衆的人気に加えてさまざまな思惑が働 くのが常

である。 とはいえ 『地上 より永遠に』にせ よ、内通者の孤独と社会正義を実現するためという正

当性を主張 して1954年 アカデ ミー賞最優秀映画、監督、主演男優賞をとったカザン監督の 『波止

場』にせ よ、1950年 代前半の受賞作品は、多少反骨で リベラルなポーズを示してもみせたいが、

政治的に苦況に陥るのはなんとしても避けるハ リウッドの老獪 さを示している。1951年 最優秀女

優賞は 『欲望 という名の電車』のヴィヴィアン ・リーだが、エ リア ・カザン監督は、自分が共産

党に関わっている、 とい う疑惑がなければもっと多 くの分野で受賞しただろ うと考えている(カ

ザン 下45-49)。

マッカーシィズムに対する批判は、映画界ほどは非米活動委の攻撃をひどく受けなかった演劇

界中心に行われた。その最も有名な例はアーサー ・ミラーの 『るつぼ』(1953)で あろう。『るつ

ぼ』は17世 紀末のセイラムでお こった魔女裁判を題材に してマ ッカーシィズムを批判する。 この

ように歴史的題材を使って現代の異端審問を問 うには、ほかにジャンヌ ・ダルク、ガ リレオ ・ガ

リレイが適切であった。ハ リウッド・テンと共に召喚されたブレヒ トはアメリカ滞在中、1938年

エ リザベス ・ハ ウプ トマンと共に書いた 『ガリレオの生涯』を、英語版に書き直している。彼は

この作業を、主役を演 じることになるチャールズ ・ロー トンと共に行い、1947年7月31日 、ロサ

ンジェルスで劇の初 日を迎えた。ブレヒトが非米活動委に召喚される3ヶ 月前のことである。こ

の劇の上演を実現 したペ リカン ・プロダクションと呼ばれる組織の理事にはジョゼフ ・L・ マン

キーウィッツやニコラス ・レイ、ジョゼフ ・ロージーらがいて、ハ リウッドが演劇界と密接に交

流 していた ことを示 している(Murphy188)。 ブレヒトは10月30日 の非米活動委での証言で委員



た ち を煙 に巻 い た翌 日、計 画通 りア メ リカを 去 るが 、『ガ リレオ の生 涯 』は 同年12月7日 に ニ ュー

ヨー クで6回 上 演 され て ロー トンが再 び主 役 を務 め た 。

た だ しブ レ ヒ トの 主 張 や演 劇 手 法 は 、 ア メ リカ の 映 画 界 で も演 劇 界 で もな か な か受 け入 れ られ

ず 、 ニ ュー ヨー クで は 、同 じガ リ レオを 扱 った 劇 で も、 『ガ リ レオ の 生涯 』 よ り もバ リー ・ス テ イ

ヴ ィス の 『真 夜 中 の ラ ン プ』(1947)の 方 が 評 価 され た(Murphy196)。 両 者 と も非 米 活 動 委 と の

闘争 の相 似 性 が認 め られ た が 、科 学 者 と して 真 実 を 追 究 す る姿 勢 と敬虔 な キ リス ト信 者 と して の

信 仰 の相 克 に悩 む 、 とい う普 遍 的 な テ ー マが 強 調 さ れ た 『真夜 中 の ラ ンプ』 は受 け 入 れ や す か っ

た の で あ ろ う。 また 『ガ リ レオ の生 涯 』 は、 最 初 執 筆 され た1938年 の時 と違 い、 第 二 次 世 界 大 戦

末 期 の広 島 、長 崎 の原 爆 に衝 撃 を受 けた ブ レヒ トが 科 学 者 の責 任 を追 及 す る姿 勢 を 取 り入 れ た こ

とで 、 よ り複 雑 に な って い る。 さ ら に ガ リ レオが 異 端 審 問 で恭 順 の姿 勢 を と っ て迫 害 を 免 れ 、 科

学 的真 実 探 求 の 実 を取 る 、 とい う 『ガ リ レオ の生 涯 』 の シニ カ ル で実 利 的 な 立 場 は 、 ブ レヒ ト自

身 の非 米 活 動 委 で の証 人 と して の戦 略 に重 な る、 との ち に皮 肉 な コメ ン トを 受 け る こ とに もな る

(Lyon319)。

異 端 審 問 で の 受 難 と して は 、 ガ リ レオ の ほか に ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク も利 用 で き た。 も っ と も ジ ャ

ン ヌ ・ダ ル クの 人 気 は彼 女 が1920年 に聖 人 に 連 な っ た こ と、1931年 に死 後500年 を 迎 え た こ と、

バ ー ナ ー ド ・シ ョウの劇 『聖 女 ジ ャ ン ヌ』(1923)が ヒ ッ トした こ と等 、複 数 の要 素 が あ り、す で

に1920年 代 か ら多 くの ヴ ァー ジ ョ ンが舞 台化 され て い た(Murphy167)。 シ ョウの劇 の再 演 や リ

リア ン ・ヘ ル マ ン翻 訳 に よる1953年 の ジ ャン ・ア ヌ イ の 『雲雀 』 上演 は、 時 代 に応 じた 新 た な 解

釈 を試 み た もの で あ る。 ガ リ レオ の場 合 もそ うだ が 、 ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク の話 は相 矛 盾 す る解 釈 を

可能 に し、 そ の た め 論 争 の焦 点 が ぼ や け る こ とに も な った 。4

非米活動委は大衆に最も影響を与える映画産業を攻撃の対象にし、ハ リウッドもその利益を守

るために決して表立って政府の意向に逆 らわなかった。 リベラル派の反抗精神がある場合も、映

画の内容が共産主義の非難を免れむしろ愛国的な解釈がなされるよう、周到に両義的な仕上が り

になっている。それは赤狩 りで追放 された脚本家が、制作者があずかり知らないうちに密かに脚

本を書 く場合や、撮影中にあらか じめFBIや 軍、カ トリック団体 といった保守派の検閲、内容変

更要求を受け入れるとい う方法、映画完成後に保守派プロデューサーが監督の意向を無視して編

集し直す等、さまざまな段階があるが、そのようにして配給された映画が必ず しも脚本家や監督、

制作者の思惑通 りの反応や反響を呼ぶわけではない。ハ リウッドは利益追求を第一に掲げ、しか

も保守派 とリベラル、左翼系の主張がぶつかる思想性も捨てきれないとい う両義性でマ ッカー

シィズムの時代を生き抜いたともいえる。

それに対 して演劇界は、観客動員数が映画に比べて全 く見劣 りするので、その分、非米活動委

の攻撃対象になる度合いが低かった。よって映画界よりはまだ自由にマッカーシィズムを批判す

ることが可能で、公然たるブラックリス トもな く経済的に抹殺される恐れが少なかったといわれ

る。エリア ・カザンが、映画界に生き残るために友好的証入となるのはやむを得なかったと述べ



るのに対し、カザンはハ リウッドを追われてもすでに名声を博 していた演劇界で十分生き残れた

はずだ、とい う批判があるのはそのためである。`し か し演劇はハ リウッドと密接な交流があっ

たものの、映画よりも、いわゆる芸術性にこだわる面 もある。ブロー ドウェーで上演されたブレ

ヒトの 『ガ リレオの生涯』に対 し、作家 の有名性や話題性では遥かに劣 るがオフ ・ブロー ド

ウェーで上演されたシ リアスな 『真夜中のランプ』が好評であったことは、〈正統的〉な芸術性

を好む批評家たちの存在を示す。50年 代のハリウッドは、マッカーシィズムに敏感な政治意識を

持つ一方、メロドラマや恋愛 コメディ、 ミュージカルで娯楽性を追求 したが、演劇にも、政治と

は関わ らずく純粋に〉人間の普遍的心理を描写することを重視する、というベク トルが存在した。

ブレヒトの異化の技法は置 くとしても、少な くとも文学上のモダニズムは第二次世界大戦後ア

メリカで市民権を得、権威ある文学としての立場を公認された。ウィリアム ・フォークナーが第

二次大戦後、急速に文学的評価が高まって1950年 にノーベル文学賞を受賞したのは、単にその真

価が認められたということではな く、冷戦期に入ってアメリカが自国の民主主義的な文化を宣伝

するのに彼に白羽の矢を立てたから、という事情もある。左翼系文学批評家が活躍した1930年 代

に、訳の分からないモダニス ト的作品を書 く、ということで しば しぼ非難 されてきたフォーク

ナーは、戦後 リベラリズムに転向したニューヨーク系の批評家たちや南部系のニュークリティシ

ズム批評によって、独自の芸術的姿勢を貫いた点を評価されるようになる。6政 治 と芸術を切 り

離すニュークリティシズムの戦略は、ポス トモダニズムの時代に痛烈に批判されるが、公式的見

解が苦手なフォークナーは皮肉にも戦後、しばしば政治の場に引きず り出されることになる。

フォークナーと同 じ南部出身で彼より一世代後のテネシー ・ウィリアムズは、第二次世界大戦後

劇作家として脚光を浴びるが、アーサー ・ミラーにいわせれば 「ガーゼの時代」といわれる演劇

の代表とみなされた(Murphy2)。 すなわちマッカーシィズムの喧騒を逃れて個人的な深層心理

や象徴表現に焦点を当てた劇に専念するのであり、カーソン ・マ ッカラーズやウィリアム ・イン

ジらとともに、ウィリアムズは政治の世界を避けて個人の孤独な心理を描 く。

なるほど硬骨漢のミラーからすれば、引きこもりの少女の孤独な世界を描いた 『ガラスの動物

園』(1945)や 、精神的に病んで性にとらわれているヒロインを描 く 『欲望 という名の電車』(19

47)は 音楽や色彩も総動員した象徴重視の心理劇である。両者とも紗幕を利用してお り、『ガラス

の動物園』のプロダクション ・ノー トはこれが"memory play"(229)で あることを強調する。 ミ

ラーが社会派として、資本家のどん欲、資本主義がかき立てる欲望に翻弄される中流階級、新移

民が受ける差別的扱いなど、アメリカの恥部を暴き出 して社会の改革を迫るのに対し、ウィリア

ムズの劇は社会改革の必要性を強調するものではない。ミラーの、『セールスマンの死』(1949)が

アメリカの生活を誹謗 して共産主義を利する、として右翼の非難を受けたのに対し、ウィリアム

ズの 『欲望 という名の電車』は少なくとも芝居では政治的に組織だった抗議は受けなかった(映

画化の際は、カ トリック団体の意向を受けて、カザン監督の承諾なしにい くつものカットが行わ

れている 【カザ ン 下18-24】)。 ウィリアムズは ミラーと違い、非米活動委に呼ぼれることもな

かった。(も っとも彼もハ リウッド・テンへの処置に反対す る公開抗議文に加わっている。【陸井



25】)。 ウ ィ リア ム ズ が書 いた 『回 想 録 』(1976)は 、同 時 代 を 生 き抜 い た ア ー サ ー ・ミラ ーや エ リ

ア ・カ ザ ンが 書 い た 自伝 と違 い 、 マ ッ カ ーシ ー の 時代 の恐 怖 や 緊 張 に は さ っ ぱ り触 れ ず 、み ず か

らの戯 曲 に つ い て の他 は 、総 じて彼 の 同 性愛 の遍 歴 が悲 壮 感 な しに書 か れ て い る。

しか し ミラー と ウ ィ リア ム ズ 両者 と親 し く、彼 らの作 品 を 監 督 した カザ ン は 、 彼 ら は 全 く異

な った資 質 を持 っ て い る が、 お互 い を認 め影 響 しあ っ て い た 、 と述 べ て い る。 カザ ン は ウ ィ リア

ムズ が 『み ん なわ が息 子』 を賛 美 し、 ミラー が 『欲 望 とい う名 の 電 車』 に使 わ れ る小 道 具 の 象 徴

性 に感 動 した 、 と証 言 して い る(カ ザ ン上498)。 ウ ィ リア ムズ の 劇 は記 憶 を 再 現 す る た めに 紗 幕

を 利用 して い る が 、 ミラ ーの 『セ ー ル ス マ ンの死 』 も暗 闇 の 中 で 照 明 を巧 み に利 用 して 、主 人 公

ウ ィ リー ・ロ ーマ ンが 抑圧 して い た過 去 の 回 想 を浮 か び上 が らせ て い る。

ミラー の 『セ ー ル ス マ ンの 死』 に して も 『る つ ぼ』 に して も、 彼 の劇 には ウ ィ リア ム ズに 劣 ら

ず 、個 人 の心 理描 写 が 欠 か せ な い。 『るつ ぼ 』で は もち ろ ん 、赤 狩 りが もた らす 集 団 ヒス テ リー的

恐 怖 、理 不 尽 な告 発 、 権 力 の横 暴 が セ イ ラム の魔 女裁 判 を借 りて 描 かれ る。 レベ ッカ ・ノ ー ス と

い う女性 が 魔 女 で あ る は ず が な い 、 と無 罪 を願 う嘆願 書 に 署 名 した だ け でそ の署 名 者 ま で魔 女 の

嫌 疑 を受 け て 逮捕 され る、 とい う場 面(The Crucible89)は マ ッカー シ ィズ ム の時 代 そ の も ので

あ る。 しか し主 人 公 プ ロクタ ーが 魔 法 使 い で あ る とい う告 発 を つ い に 受 け入 れ て し ま うの は、 姦

淫 とい う、 ピ ュー リタ ン的 で は あ るが きわ め て個 人 的 な彼 の 罪 意 識 が あ った か らだ 。 ま た プ ロク

タ ーは 自分 の 名 前 に こだ わ り、 自分 は 魔 法 使 い だ った とい う偽 の告 白の署 名 を 拒 ん で死 刑 を 甘 受

す る。 この結 末 は 、 カザ ンの よ うな 内 通 者 に対 す る 間接 的 な 告 発 で あ る と同時 に、 死 を 賭 して も

個 人 の 名誉 に こだ わ る、 とい う生 き方 の 問題 で もあ る。

ミラー は1956年6月21日 非 米活 動委 に 呼 び 出 され た と き、 そ れ まで の非 友 好 的 証 人 た ち と違 っ

て 第 五 修 正条 項 を 申 し立 て な か った 。彼 は 「他 の 人 の 名 を 利 用 す る こ とを 私 の 良 心 が 許 しま せ

ん 」"My conscience will not permit me to use the name of another person"(Whitfieldl21)

と述 べ て 、 自分 以 外 の 人 間 に 関 わ る証 言 を 拒 否 して い る 。 そ れ は 同 じ劇 作 家 の リ リア ン ・ヘ ル マ

ンが 第 五 修 正 条 項 を 盾 に 証 言 せ ず 、 そ の 後 自分 が委 員 た ち に 対 して 一歩 も引か なか った ことで 非

常 な 称 賛 を 受 け た か の よ うに 宣伝 す るや り方 とは全 く違 って い た 。 もち ろ んヘ ル マ ンが 共 産 主 義

者 であ った の に 対 し、 ミラ ーは 共 産 党 員 に な った経 歴 もな か った こ とは彼 の強 み で あ る。 しか し

彼 も 『レッ ド ・チ ャ ンネ ル 』(1950)と い う、共産 党 との 関 わ りを 疑 わ れ る有 名 人 を あげ つ ら った

本 に 載 せ られ て い た(Fried122)。 非 米 活 動 委 で の 証 言 拒 否 に よ っ て 議 会 侮 辱 罪 に 問 わ れ て も

(最 終 的 に 刑 の執 行 は 猶 予 され た が)、 個 人 の 良心 を貫 く姿 勢 を 通 した ミラ ーは 、政 治 以 前 の人 間

の尊 厳 の 問 題 として マッ カ ー シ ィズ ム と対 決 して い る 。

ミラ ーに 比 べ れ ば、 ウ ィ リア ムズ は い か に も政 治 と無 関 係 な 放 蕩 者 に み え る。 しか しこ の時 代 、

ウ ィ リア ムズ の よ うに 同性 愛 者 で あ る こ とは 共産 主義 者 で あ る こ と と同 じ くら い忌 む べ き こ と と

思 わ れ て い た(Whitfield43)。 『欲 望 と い う名 の 電 車 』で 、 ヒ ロイ ンの ブ ラ ン チ が徐 々 に精 神 の バ

ラ ン スを 崩 して い った の は、 同 性 愛 に 悩 ん で い た 恋 人 の 自殺 が き っか け で あ る こ とが 明 らか に さ

れ る。 ウ ィ リア ムズ は 『去 年 の 夏 突 然 に』(1958)で は さ らに ホ モ セ クシ ュア リテ ィを 前 面 に出 し



ているが、1947年 にすでにホモセクシュアリティに言及 し、また ヒロインの性欲や レイプが示唆

される芝居を書 くのは、勇気のいることである。アメリカ社会に衝撃を与えたキンゼイ ・リポー

トが出版 されるのは、男性の性についてが1948年 、女性についてが1953年 である。『欲望とい う名

の電車』でホモセクシュアリティが言及 されるのは、一見、保守的で上流社会の残滓のようなブ

ランチ自身が持つアウトサイダー性を示すためである。 ウィリアムズは政治の世界とは関わ らな

か ったし、『欲望とい う名の電車』はマ ッカーシィズムが猛威を振るう前に書かれたが、彼は道徳

的で世間体を重んじる社会か ら落ちこぼれ、迫害される者の悲劇を常に描 く。

ミラーは 『るつぼ』でダンフォース判事に 「いまははっきりとした、正確なご時世なのだ。 も

はや悪が善 と入 り交 じって世界を惑わすぼんや りとした午後ではない」

とい わせ て い る。 マ ッカ ー シ ィズ ムの 時 代 は 黒 か 白か、共 産

党かそ うでないか、二項対立によってすべてを割 り切らねばすまない時代だった。『るつぼ』はそ

れも批判 している。 しか し 『るつぼ』でのミラーの女性観は善悪がはっきりしすぎているきらい

がある。魔女告発の先頭に立つアビゲイルに 自らの性欲を告白させ、教会の連中の偽善ぶりを直

視させる点で、作者は彼女の人間性を描きはするが、プロクターの妻を陥れる彼女の陰険さ、最

終的に人々の不信を買って一人夜逃げする救いの無さをみると、アビゲイルはあ くまで悪役であ

る。プロクターの絶望に比べて彼女の絶望は説明もされずに切 り捨てられる。そもそ もプロク

ターに とって女性は、官能性に満ちて彼を誘惑する悪女アビゲイルか、彼の姦通をなかなか許さ

ない冷たい妻エリザベスかであり、いずれにせ よ彼を悩ませる。そして少々意地の悪い見方をす

れば、最終的に彼にとって重要なのは自らの名誉と尊厳であ り、妻の気持ちを斜酌 している余裕

は彼にはない。エリザベスはた とえどんなに夫に生きていて欲 しくても、プロクターの自己決定

に口を挟むことは許されないのである。

『るつぼ』は社会批判であるとともに、プロクター個人が自らの尊厳を取 り戻す物語となって

いるが、 ミラー自身が とらわれている二項対立を打ち壊すところまではいっていない。それはこ

の劇がマッカーシィズム告発の意図を持ち、悪の構図を性急に明らかにしようとするために陥る

罠なのかもしれない。一方ウィリアムズの 『欲望 とい う名の電車』にも、アビゲイル同様、悪意

ある一種の内通者がいる。スタンリーは暴力や レイプという悪が強調されるが、義姉ブランチの

過去を暴いて友人のミッチに密告する男でもある。ただ しスタンリーの密告する内容は事実で、

彼が妻ステラに向かって、親友が売春婦まがいの女に引っかかるのを防ぐ正当な行為をしたまで

だ、と勝ち誇るのをあながち非難 もできない。『欲望とい う名の電車』は社会告発の劇ではない。

しか しスタンリーの残酷な密告の重みを考えることは、『るつぼ』の虚偽の告発 と比べ、もしくは

『橋からの眺め』(1955)の 密告 と比べ、より重苦 しい、善悪が容易に判断できない現実を気づか

せる。カザ ンは 『欲望 という名の電車』の舞台、映画の監督をともに引き受けた。それはまだ彼

が転向して内通者の非難を浴びる前だが、内通者の意味はすでにこのときから彼の心を捉えてい

たのだろうか。

now, a precise time-we live no longer in th dusky afternoo when

"This is a
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time,

with

good and befuddled the world" (90)



ウィリアムズの 『ガラスの動物園』は繊細で孤独な少女の心理劇として注 目を浴びた。 しか し

語 り手で登場人物の トムはこの劇の背景が第二次大戦直前の恐慌時代であることを述べ、スペイ

ン内戦のゲルニカの名前に言及する。 ウィングフィール ドー家のもとを訪れる 「紳士」ジムはテ

レビ薪時代を見越 して出世の野望に燃えている。婦人雑誌購読の予約を取る内職を している母ア

マンダの電話によるセールスは、マス ・メデ ィアの浸透を伺わせる。人見知 りがひどくタイピス

トの技能すら身につけられず、一人残されるローラは戦争に も戦後の競争社会にも適応 していけ

ない。 しか し落ちこぼれの少女と喧噪の世とを対比させ、迫 りくる戦争暴力を暗示するこの劇に

は、個人を押しつぶす可能性のある社会が確かに存在する。 ミラーの劇が、直接マッカーシィズ

ムを批判する力とな りながらその二項対立の悪循環にはまる恨みがあるとすれば、ウィリアムズ

の劇は、心理劇 として看過 されがちだが、少数派、個々の弱者に対する社会の傲慢さを間接に批

判する。 ミラーとウィリアムズの二人がマッカーシィズムが吹き荒れた50年代のアメリカの代表

的劇作家であることの意味はさらに追求 されなければならない。

1950年10月 、the Screen Directors Guildの 総 会 で セ シル ・B・ デ ミル は監 督 全 員 が ア メ リカ合 衆 国 へ の忠 誠

を 誓 う よ う画 策 し、 そ れ に 反 対 す る ジ ョゼ フ ・L・ マ ンキ ー ウ ィ ッ ツ会 長 を リコ ール し よ う と した が 、 演

説 で ウ ィ リア ム ・ワイ ラ ー らの 名 前 を 故 意 に イ ッデ ィ シ ュ語 読 み で 発 音 して 読 み 上 げ 、 右 派 の ジ ョ ン ・

フ ォー ドの反 発 す ら買 って 失 敗 して い る(カ ザ ン 上537)。

も っ とも陸 井 は そ の よ うな 見 方 に は反 論 して い る(58)。

ガ ー フ ィール ドは カザ ン と同 じグル ープ ・シ ア ター の 出身 で 、 『欲 望 と い う名 の電 車 』 も 『波 止 捌 も彼 の

出 演 が検 討 され た が 結 局 ブ ラ ン ドの 主 演 とな った。

1948年 の イ ン グ リ ッ ト ・バ ー グマ ン主 演 の 映 画 『ジ ャン ヌ ・ダル ク』 は 不 評 で そ の後 の彼 女 の 不 倫 の 恋 の

方 が セ ン セ ー シ ョン とな った 。 そ れ は 夫 や 子供 を捨 て る とい う、 結 婚 した 女 に あ る ま じき振 る 舞 い と い う

当 時 の女 性 観 に 加 え、 彼 女 の 相 手 が 、 ア メ リカ映 画 の検 閲 に 力 を ふ る って きた ヘイズ ・コ ー ドに 抵 触 した

映 画 『奇 蹟 』 の 監 督 ロベ ル ト ・ロ ッセ リー 二 で あ った こ とに も よ るだ ろ う。

1999年 、 カザ ンが 映 画 界 で の長 年 にわ た る 功績 を認 め られ 、 少 々物 議 を 醸 し出 しな が ら も ア カ デ ミー 特 別

賞 を授 け られ る と、 演 劇 界 が ア ー サ ー ・ミ ラー に トニ ー特別 賞 を 授 け た こ とは示 唆 的 で あ る。

Schwartz参 照 。
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